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認知症高齢者の家族の喪失体験に関する調査
Research on the experience of “ambiguous loss” in family members  





















































データ収集は平成 22 年 11月～12 月に行っ
た。プライバシーが保たれる場所で、20 分
































男性 1 名、女性 3 名。年齢は 77歳～84 歳。
要介護度 3～4、グループホーム入所中 1 名、











柄をみると、A 氏（妻）や C 氏（息子）は「ショッ
















































































































































































































な っ た。 自 分 か ら、
「わっ、ばかになって
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